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急
激
な
円
高
や
個
人
消
費
の
落
ち
込�

み
な
ど
、
経
済
に
不
安
定
な
要
因
を
抱�

え
た
ま
ま
突
入
し
た
本
年
度
の
就
職
戦�

線
は
、
大
学
女
子
の
求
人
倍
率
が
○
・�

四
五
倍
（
リ
ク
ル
ー
ト
リ
サ
ー
チ
調
べ
）�

と
い
う
数
字
が
示
す
よ
う
に
、
近
年
に�

な
い
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
厳
し
い
就
職
環
境
下
で
、
本
学�

学
生
も
か
な
り
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
お�

り
、
「
就
職
氷
河
期
」
と
形
容
さ
れ
た�

昨
年
の
状
況
と
比
較
し
て
、
九
月
末
に�

お
け
る
求
人
受
付
件
数
は
大
学
で
一
・�

三
％
、
短
大
に
お
い
て
五
・
七
％
ダ
ウ�

ン
し
て
い
ま
す
。�

　
栄
養
士
や
幼
稚
園
教
諭
・
保
母
等
の�

専
門
職
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
就
職�

活
動
が
本
格
化
し
て
き
ま
す
が
、
求
人�

数
が
増
加
す
る
要
因
が
見
当
た
ら
な
い�

た
め
、
昨
年
並
み
か
若
干
減
少
す
る
こ�

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
未
内
定
者
は
、�

就
職
先
が
決
定
す
る
ま
で
ね
ば
り
強
い�

活
動
が
必
要
で
す
。
学
生
課
に
お
い
て�

は
、
よ
り
多
く
の
求
人
情
報
の
収
集
に�

取
り
組
み
、
学
生
一
人
ひ
と
り
の
事
情�

に
即
し
た
就
職
指
導
を
心
掛
け
、
卒
業�

ま
で
に
一
人
で
も
多
く
就
職
が
決
定
す�

る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。�

　
な
お
、
こ
の
厳
し
い
就
職
戦
線
に
打�

ち
勝
つ
た
め
に
、
学
生
は
、
次
の
点
に�

注
意
し
て
今
後
の
活
動
に
取
り
組
ん
で�

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。�

一
、
「
意
欲
の
高
い
優
秀
な
学
生
を
採�

用
し
た
い
」
と
い
う
企
業
に
対
し
、
安�

易
な
気
持
ち
の
ま
ま
採
用
試
験
に
臨
み
、�

準
備
不
足
を
今
更
な
が
ら
後
悔
す
る
学�

生
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
就
職
活
動�

の
基
本
で
あ
る
自
己
分
析
（
身
近
な
こ�

と
等
）
を
行
い
、
自
分
が
社
会
に
出
て�

何
を
し
た
い
の
か
、
と
い
う
目
的
意
識�

を
再
確
認
す
る
こ
と
。�

二
、
会
社
の
知
名
度
や
所
在
地
で
受
験�

先
を
選
択
す
る
学
生
を
多
く
見
受
け
ま�

す
。
ま
た
、
ど
の
会
社
を
受
験
し
て
い�

い
の
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
学
生
も
い�

ま
す
。
学
生
課
前
の
求
人
票
を
こ
ま
め�

に
チ
ェ
ッ
ク
し
、
分
か
ら
な
い
点
は
就�

職
担
当
者
に
相
談
し
、
積
極
的
に
会
社�

訪
問
を
し
た
上
で
、
自
分
に
あ
っ
た
会�

社
を
見
つ
け
る
こ
と
。�

三
、
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
は
、
最
後�

ま
で
諦
め
な
い
、
強
い
気
持
ち
を
持
ち�

続
け
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
こ
こ
ぞ�

と
い
う
場
面
に
お
い
て
は
精
一
杯
力
を�

出
し
切
り
、
厳
し
い
就
職
戦
線
を
乗
り�

三
年
次
の
十
一
月
に
あ
っ
た
最
初
の�

就
職
説
明
会
か
ら
、
私
は
就
職
に
つ
い�

て
真
剣
に
考
え
始
め
、
食
品
会
社
と
公�

務
員
の
併
用
で
就
職
活
動
を
す
る
こ
と�

を
決
め
た
。�

　
最
初
は
何
か
ら
し
て
い
い
の
か
わ
か�

ら
ず
、
学
生
課
へ
相
談
に
行
き
、
就
職�

資
料
室
の
企
業
別
フ
ァ
イ
ル
で
、
気
に�

な
る
企
業
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
、
情�

報
収
集
を
始
め
た
。
同
時
に
、
他
大
学�

の
友
人
か
ら
、
企
業
デ
ー
タ
集
と
専
用�

葉
書
を
も
ら
い
、
数
多
く
の
食
品
関
係�

の
企
業
に
資
料
を
請
求
し
た
。
（
男
子�

は
女
子
よ
り
情
報
が
早
く
得
ら
れ
る
の�

で
、
企
業
の
動
向
な
ど
も
教
え
て
も
ら�

っ
た
）
資
料
を
請
求
し
て
も
送
っ
て
く�

れ
な
い
企
業
に
は
、
電
話
を
し
て
、
採�

用
人
数
や
セ
ミ
ナ
ー
の
日
程
を
聞
い�

た
。
一
日
二
十
社
ぐ
ら
い
電
話
し
た
日�

も
あ
る
。
そ
の
時
に
、
嘘
を
言
わ
れ
た�

り
、
一
日
中
繋
が
ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ�

っ
た
。�

　
就
職
を
考
え
て
い
た
企
業
の
一
つ
に�

資
料
請
求
を
し
た
と
こ
ろ
、
「
週
に
二�

〜
三
回
、
研
究
所
見
学
会
を
行
っ
て
い�

る
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
春
休�

み
に
は
、
自
費
で
東
京
に
行
き
、
参
加�

し
た
。
見
学
会
に
は
、
関
東
を
中
心
に�

六
十
人
ぐ
ら
い
の
学
生
が
参
加
し
て
い�

た
。
そ
の
企
業
に
は
、
卒
論
の
テ
ー
マ�

に
つ
い
て
の
レ
ポ
ー
ト
提
出
を
求
め
ら�

れ
た
が
、
研
究
テ
ー
マ
が
合
わ
な
い
と�

い
う
理
由
で
断
ら
れ
た
。
し
か
し
、
東�

京
の
学
生
の
就
職
活
動
の
様
子
な
ど
聞�

く
こ
と
が
で
き
、
行
っ
て
良
か
っ
た
と�

思
っ
た
。�

　
活
動
を
進
め
て
い
く
う
ち
に
、
食
品�

会
社
の
研
究
や
商
品
開
発
等
の
職
場
は
、�

募
集
対
象
に
制
限
が
あ
り
、
大
変
厳
し�

い
こ
と
が
見
え
て
き
た
。
そ
こ
で
総
合�

職
や
、
製
薬
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
に�

も
目
を
向
け
た
。�

　
企
業
デ
ー
タ
を
見
て
、
行
き
た
い
と�

思
っ
て
い
た
会
社
で
も
、
セ
ミ
ナ
ー
に�

参
加
す
る
と
「
違
う
」
と
感
じ
る
こ
と�

も
あ
る
。
逆
に
、
時
間
が
あ
る
か
ら
と�

説
明
を
聞
い
た
企
業
に
魅
力
を
感
じ
た�

こ
と
も
あ
っ
た
の
で
、
セ
ミ
ナ
ー
に
は�

積
極
的
に
参
加
す
べ
き
だ
と
思
っ
た
。�

セ
ミ
ナ
ー
の
後
は
、
だ
い
た
い
適
性
検�

査
や
筆
記
試
験
、
そ
し
て
面
接
が
あ
る
。�

　
面
接
で
は
、
資
料
室
に
あ
る
先
輩
の�

レ
ポ
ー
ト
に
載
っ
て
い
る
よ
う
な
こ
と�

が
聞
か
れ
た
が
、
「
転
勤
は
可
能
で
す�

か
」
と
い
う
よ
う
な
思
い
が
け
な
い
質�

問
も
あ
っ
た
。
特
に
、
自
分
が
本
当
に�

行
き
た
い
企
業
の
場
合
は
、
聞
き
た
い�

こ
と
を
事
前
に
考
え
て
お
く
の
が
良
い�

と
思
う
。
ち
な
み
に
、
私
は
、
他
の
人�

と
質
問
が
重
な
っ
た
と
き
も
考
え
て
、�

十
項
目
ほ
ど
質
問
を
考
え
て
、
面
接
に�

臨
ん
だ
。�

　
最
初
に
内
定
し
た
雪
印
乳
業
が
、
希�

望
し
て
い
た
食
品
会
社
の
総
合
職
だ
っ�

た
の
で
、
就
職
活
動
は
そ
こ
で
止
め
た�

が
、
内
定
す
る
ま
で
、
面
接
日
が
他
の�

企
業
と
重
な
る
な
ど
、
か
な
り
悩
む
こ�

と
も
あ
っ
た
。�

　
さ
て
、
今
年
も
不
況
で
、
就
職
で
は�

女
子
の
一
浪
や
一
人
暮
ら
し
は
不
利
と�

言
わ
れ
て
い
た
。
私
は
一
浪
の
大
卒
だ�

が
、
浪
人
を
指
摘
さ
れ
て
落
ち
た
会
社�

は
な
い
。
要
は
流
さ
れ
ず
に
前
向
き
に
、�

そ
の
会
社
に
入
り
た
い
と
い
う
意
欲
を�

持
つ
こ
と
だ
と
思
う
。�

越
え
る
こ
と
。�

　
そ
の
た
め
学
生
課
担
当
者
と
の
連
絡�

を
密
に
し
、
最
後
ま
で
辛
抱
強
く
活
動�

を
続
け
る
姿
勢
が
大
切
で
す
。�

　
第
四
回
ア
ジ
ア
栄
養
科
学
ワ
ー
ク
シ�

ョ
ッ
プ
（
主
催
　
中
村
学
園
大
学
栄
養�

科
学
研
究
所
、
協
賛
　
日
本
コ
カ
・
コ�

ー
ラ
株
式
会
社
）
が
、
九
月
三
十
日
に�

西
一
号
館
十
階
の
大
講
義
室
を
会
場
に�

開
催
さ
れ
た
。�

　
今
回
は
、
「
肥
満
と
栄
養
」
を
テ
ー�

マ
に
、
こ
れ
ら
の
分
野
の
研
究
を
リ
ー�

ド
し
て
い
る
四
氏
に
よ
る
講
演
と
デ
ィ�

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
会
場
に
は�

県
内
外
の
研
究
者
や
一
般
市
民
、
学
生�

な
ど
約
百
六
十
名
が
参
加
。
熱
心
に
聴�

講
し
て
い
た
。�

　
ス
ラ
イ
ド
を
使
用
し
た
講
演
で
は
、�

ま
ず
徳
永
勝
人
氏
（
伊
丹
市
立
伊
丹
病�

院
内
科
）
が
「
肥
満
の
動
物
モ
デ
ル
」�

と
い
う
テ
ー
マ
で
肥
満
動
物
モ
デ
ル�

（
視
床
下
部
性
肥
満
・
食
餌
性
肥
満
・�

遺
伝
性
肥
満
）
の
特
長
や
、
肥
満
遺
伝�

子
の
発
見
、
動
脈
硬
化
の
モ
デ
ル
動
物�

な
ど
最
近
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
講
演�

さ
れ
た
。�

　
続
い
て
、
中
村
正
氏
（
大
阪
大
学
医�

学
部
第
二
内
科
）
が
、
「
肥
満
と
内
蔵�

脂
肪
」
と
い
う
演
題
で
、
特
に
腹
部
の�

内
臓
脂
肪
の
蓄
積
が
成
人
病
の
危
険
因�

子
の
発
症
の
原
因
と
し
て
重
要
で
あ
る�

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
研
究
結
果
の
報�

告
と
、
こ
の
内
蔵
脂
肪
の
軽
減
の
た
め�

に
は
、
運
動
を
含
め
た
生
活
指
導
や
食�

事
指
導
が
大
切
で
あ
る
と
の
指
摘
を
さ�

れ
た
。�

　
さ
ら
に
、
坂
田
利
家
氏
（
大
分
医
科�

大
学
医
学
部
第
一
内
科
教
室
）
は
、�

「
脳
機
能
か
ら
見
た
肥
満
の
成
因
と
対�

策
」
に
つ
い
て
、
食
欲
の
調
節
を
制
御�

し
て
い
る
脳
中
枢
の
仕
組
み
と
、
肥
満�

症
と
の
関
係
、
そ
し
て
肥
満
症
の
治
療�

で
は
、
食
行
動
に
お
い
て
自
然
な
空
腹�

感
や
満
腹
感
を
取
り
戻
す
た
め
、
咀
嚼�

法
な
ど
に
よ
り
感
覚
（
空
腹
感
や
満
腹�

感
）
を
修
復
す
る
必
要
が
あ
る
と
指
摘�

さ
れ
た
。�

　
最
後
に
、
本
学
食
物
栄
養
学
科
・
伊�

藤
和
枝
教
授
か
ら
、
「
肥
満
の
是
正
の�

実
際
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
が
あ
り
、�

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て
い
る�

肥
満
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
実
際
を
紹
介
し
な�

が
ら
、
食
事
と
運
動
に
よ
る
肥
満
の
是�

正
の
成
果
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
た
。�

　
肥
満
は
、
身
近
な
現
象
で
あ
り
、
脂�

肪
の
つ
き
方
に
よ
っ
て
は
、
糖
尿
病
や�

高
脂
血
症
に
な
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
、
成�

人
病
に
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
。
一
方�

で
は
、
様
々
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
商
品
の
氾�

濫
な
ど
、
使
用
す
る
側
に
も
肥
満
に
対�

す
る
知
識
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
今�

回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
肥
満
の
メ�

カ
ニ
ズ
ム
や
医
学
的
な
治
療
に
対
す
る�

知
識
を
得
る
上
で
、
意
義
の
あ
る
も
の�

に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。�



（　4　）� （　3　）�

　
平
成
七
年
度
の
公
開
講
座
が
九
月
二�

日
・
十
六
日
・
三
十
日
の
三
回
に
わ
た�

っ
て
開
催
さ
れ
た
。
受
講
者
は
百
六
名
。�

平
均
年
齢
四
十
八
歳
、
最
高
は
八
十
歳�

の
方
々
が
熱
心
に
聴
講
さ
れ
て
い
た
。�

　
テ
ー
マ
は
「
ホ
ー
ム
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク�

ス
か
ら
の
提
言
―
現
代
生
活
と
健
康
」
。�

住
環
境
や
食
生
活
、
少
子
化
や
高
齢
化�

な
ど
現
代
生
活
を
取
り
巻
く
環
境
の
変�

化
は
著
し
い
。
日
々
を
い
か
に
健
康
で�

過
ご
す
か
は
、
社
会
生
活
の
最
小
単
位�

で
あ
り
、
各
人
の
生
活
基
盤
で
あ
る
家�

庭
の
幸
福
と
平
和
に
大
き
な
影
響
を
及�

ぼ
す
。�

　
今
回
は
、
本
学
の
五
名
の
教
授
と
、�

九
州
大
学
の
村
田
豊
久
教
授
に
よ
り
講�

義
が
行
わ
れ
た
が
、
身
近
か
な
テ
ー
マ�

で
あ
る
だ
け
に
、
参
加
者
は
ノ
ー
ト
を�

取
る
手
に
も
力
が
入
っ
て
い
る
よ
う
だ�

っ
た
。�

三
年
連
続
で
受
講
さ
れ
て
い
る
高
橋�

み
さ
お
さ
ん
は
八
十
歳
。
「
ど
ん
ど
ん�

進
ん
で
い
く
世
の
中
の
動
き
に
つ
い
て�

い
く
の
は
大
変
だ
け
ど
、
若
い
人
に
は�

負
け
ら
れ
な
い
で
す
か
ら
ね
」
と
、
旺�

盛
な
向
学
心
を
み
せ
て
お
ら
れ
た
。�

と
く
に
将
来
教
員
を
目
指
す
学
生
に
と
っ�

て
は
、
今
後
こ
う
し
た
パ
ソ
コ
ン
実
習�

の
必
要
性
は
益
々
高
ま
る
と
思
わ
れ
る
。�

本
学
教
職
員
の
大
半
が
参
加
す
る
教�

育
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
、
今
年
も
九
月�

十
九
日
に
行
わ
れ
た
。
今
回
は
「
フ
ァ�

カ
ル
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
」�

を
課
題
に
、
青
木
英
実
助
教
授
、
古
賀�

信
幸
助
教
授
の
講
演
と
、
在
学
生
五
名�

に
よ
る
実
直
な
意
見
発
表
が
あ
っ
た
。�

　
青
木
助
教
授
は
「
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・�

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
」
の
定
義
と
そ�

の
発
展
の
背
景
な
ど
を
述
べ
た
後
、
学�

生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
、
講
義�

方
法
に
関
す
る
反
省
と
改
善
へ
の
試
み�

を
語
っ
た
。
ま
た
、
古
賀
助
教
授
は
、�

講
義
や
実
験
・
実
習
、
卒
論
指
導
な
ど�

を
通
じ
て
、
学
生
と
の
関
わ
り
の
中
か�

　
本
学
学
生
お
よ
び
教
職
員
を
対
象
に�

し
た
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
夏
季
講
習
会�

を
、
九
月
四
日
か
ら
十
四
日
ま
で
開
催�

し
た
。�

　
こ
の
講
習
会
は
、
統
計
処
理
や
、
学�

習
教
材
作
成
用
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
の
操�

作
方
法
を
実
習
す
る
入
門
コ
ー
ス
と
な�

っ
て
お
り
、
卒
業
論
文
の
作
成
や
教
員�

を
目
指
す
学
生
と
教
職
員
二
百
七
名
が�

熱
心
に
受
講
し
て
い
た
。�

　
現
在
、
情
報
処
理
に
関
す
る
教
育
は
、�

小
学
校
か
ら
す
で
に
始
め
ら
れ
て
お
り
、�

ら
感
じ
た
こ
と
を
中
心
に
、
学
生
と
の�

接
し
方
に
つ
い
て
の
思
い
を
語
っ
た
。�

　
続
い
て
行
わ
れ
た
学
生
の
意
見
発
表�

で
は
、
多
く
の
教
職
員
を
前
に
多
少
緊�

張
し
な
が
ら
も
、
学
ぶ
側
か
ら
感
じ
て�

い
る
講
義
内
容
の
問
題
点
や
施
設
・
設�

備
の
改
善
充
実
、
学
生
生
活
へ
の
さ
ら�

な
る
配
慮
に
つ
い
て
の
意
見
や
要
望
を�

堂
々
と
述
べ
て
く
れ
た
。�

　
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
教
員�

一
人
ひ
と
り
の
教
育
に
対
す
る
新
た
な�

意
欲
の
喚
起
を
促
す
と
と
も
に
、
学
園�

全
体
で
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
問
題�

点
を
、
あ
る
程
度
明
確
に
で
き
た
も
の�

と
思
わ
れ
る
。�

そ
し
て
、
最
終
日
（
五
日
）
の
後
夜
祭�

で
は
、
十
月
か
ら
始
ま
っ
た
Ｔ
Ｖ
ド
ラ�

マ
「
未
成
年
」
に
出
演
中
の
、
河
相
我�

聞
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
目
玉
と
な
り
ま
す
。�

こ
の
ほ
か
三
日
間
を
通
し
て
、
掘
り
出�

し
物
が
い
っ
ぱ
い
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・�

ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル
や
子
供
が
喜
ぶ
お
化�

け
屋
敷
、
味
が
自
慢
の
中
村
な
ら
で
は�

の
食
品
バ
ザ
ー
な
ど
も
行
わ
れ
ま�

す
。�

　
学
園
祭
に
来
て
く
れ
る
人
た
ち
に
、�

楽
し
い
「
波
」
に
乗
っ
て
も
ら
い
た
い�

と
い
う
思
い
と
、
世
間
の
波
に
の
ま
れ�

ず
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
前
進
し
て
い
き�

た
い
と
い
う
気
持
ち
を
こ
め
て
、
現
在�

ス
タ
ッ
フ
全
員
で
、
一
生
懸
命
準
備
を�

進
め
て
い
ま
す
。�

　
今
年
の
学
園
祭
は
、
十
一
月
三
日
か�

ら
五
日
ま
で
の
三
日
間
行
わ
れ
ま
す
。�

テ
ー
マ
は
「
う
え
〜
ぶ
―
波
に
の
っ
て�

け
の
ま
れ
る
な
　
の
ら
な
き
や
そ
ん
だ�

よ
　
霜
月
祭
―
」
で
す
。
「
う
ぇ
〜
ぶ
」�

と
い
う
短
い
け
れ
ど
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ�

る
言
葉
に
、
今
ま
で
と
違
っ
た
新
し
い�

波
を
、
一
致
団
結
し
、
作
り
出
し
て
い�

こ
う
と
い
う
意
気
込
み
を
託
し
ま
し�

た
。�

　
初
日（
三
日
）の
前
夜
祭
で
は
、Ｎ
Ｄ
 

A
の
華
麗
な
る
ダ
ン
ス
に
よ
る
オ
ー�

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
続
き
、
DJ
に�

JU
N
P
E
I T
A
K
IG
A
W
A

、
ゲ
ス
ト�

に E
L
E
M
E
N
T
S
 O
F
 V
O
G
U
E
�

を
迎
え
て
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
－
を
企
画�

し
て
い
ま
す
。
中
日
（
四
日
）
は
、
ミ�

�

ス
キ
ャ
ン
パ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
や
一
般
の�

学
生
も
参
加
で
き
る
集
団
お
見
合
い
。�

　先日、こんなことがありました。�
　私の５歳の子（男）が近くのお�
兄ちゃんが作ったパチンコ台で遊�
んでいるうちに玉を飲み込んでし�
まいましだ。遊んでいたお兄ちゃ�
んがびっくりして連絡に来ました。�
でも、どうせ、ウンチといつしょ�
に朝になったら出るだろうと、そ�
れほど心配はしませんでした。�
　ところが、朝になってトイレに�
行くかなとそれとなく観察するの�
ですが、なかなか行く素振りがあ�
りません。「どう、トイレは？」�
と誘いの言葉をかけてみたりしま�
すが、「ない」と行きません。あ�
まり、しつこく言うと、「言わん�
とって」と腹を立てます。こうな�
れば、本人が行きたくなるときを�
待つしかないと、心配ながらも放っ�
ておくことにしました。�
　夜になりましたが、トイレに行�
く気配はありません。自分でも気�
になるのか、さかんにお腹をさすっ�
ています。寝ていてもガタッと動�
く様子があると、トイレかなと気�
になって、とても熟睡とはいきま�
せん。�
　ようやく、三日目の朝になって�
トイレに行きました。そして、玉�
を放出しました。あった、あった�
と大喜びです。これでひと安心と�
水を流しました。ところが、こど�
もは「あ―、どうして流したの？」�
と言います。怒っている理由がわ�
かりません。きいてみると、あの�
玉をお兄ちゃんに返すつもりだっ�
たと言うのです。「お腹から出て�
きたものなんて、誰が返してもら�
おうなんて思う？」と大笑いしま�
したが、こどもは「返さないかん」�
と真剣でした。�
　こどもの心、それはとても複雑�
なもののようです。�
�
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木
洩
れ
日
の
中
に
つ
づ
く
小
道
の
、�

こ
の
ゆ
る
や
か
な
カ
ー
ブ
で
彼
は
立
ち�

止
ま
り
、
手
を
後
ろ
に
組
ん
だ
独
特
の�

ポ
ー
ズ
で
足
元
の
小
川
の
せ
せ
ら
ぎ
を�

し
ば
ら
く
眺
め
、
や
が
て
、
視
線
を
上�

げ
て
、
木
立
の
中
に
見
え
隠
れ
し
な
が�

ら
森
の
方
へ
つ
づ
く
小
道
と
、
そ
の
先�

の
マ
ロ
ニ
エ
の
木
の
下
に
煌
く
せ
せ
ら�

ぎ
の
方
を
し
ば
ら
く
眺
め
て
か
ら
、
思�

い
出
し
た
よ
う
に
再
び
歩
を
進
め
た
だ�

ろ
う
…
…
。�

　
あ
れ
か
ら
二
百
年
近
い
時
が
流
れ
て�

い
る
が
、
彼
が
よ
く
散
歩
を
し
た
と
い�

う
こ
の
小
道
は
ま
だ
残
っ
て
い
た
。�

　
こ
の
一
歩
、
こ
の
足
が
彼
の
足
跡
に�

重
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う�

思
う
と
感
慨
き
わ
め
て
深
い
。�

　
こ
の
、
木
洩
れ
日
の
光
と
陰
、
せ
せ�

ら
ぎ
の
輝
き
と
音
、
木
の
葉
越
し
に
見�

え
る
空
の
青
さ
、
爽
や
か
な
風
と
緑
の�

匂
い
、
彼
が
好
ん
で
此
処
を
散
歩
し
た�

訳
が
納
得
で
き
る
。�

　
彼
が
此
処
で
第
六
交
響
曲
の
楽
想
を�

得
て
か
ら
重
ね
た
二
百
年
近
い
歳
月
は
、�

樹
木
を
大
き
く
育
て
、
周
り
の
林
野
に�

家
も
増
や
し
て
い
る
筈
だ
。
そ
れ
で
も�

此
処
に
は
、
あ
の
第
二
楽
章
の
モ
チ
ー�

フ
以
外
は
似
合
わ
な
い
。�

　
ウ
ィ
ー
ン
の
森
の
麓
、
ハ
イ
リ
ゲ
ン�

シ
ュ
タ
ッ
ト
の
　B

eeth
ov
en
 G
an
g�

（
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
小
道
）
を
三
十
年�

来
の
夢
叶
っ
て
訪
れ
た
印
象
で
あ
る
。�

�

　
平
成
七
年
度
外
国
研
修
に
派
遣
さ
れ
、�

海
外
教
育
視
察
団
に
参
加
。
七
月
二
十�

二
日
か
ら
三
週
間
に
わ
た
り
ヨ
ー
ロ
ッ�

の
お
ば
さ
ん
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
た
。�

時
計
に
目
を
や
る
と
四
時
半
。
「
も
う�

少
し
」
と
言
う
貸
し
切
り
状
態
の
私
の�

願
い
に
、
お
ば
さ
ん
は
そ
れ
か
ら
暫
く�

に
こ
や
か
に
付
き
合
っ
て
く
れ
た
。
こ�

の
ふ
れ
あ
い
も
或
い
は
楽
聖
の
為
せ
る�

わ
ざ
か
。
お
ば
さ
ん
に
心
か
ら
礼
を
述�

べ
て
そ
の
家
を
あ
と
に
し
た
。�

　
九
時
半
に
黄
昏
を
迎
え
る
こ
の
地
で�

は
、
こ
の
と
き
陽
ま
だ
高
く
白
昼
の
趣
。�

　
と
き
め
き
冷
め
や
ら
ぬ
ま
ま
に
石
畳�

を
少
し
歩
い
て
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
ハ
ウ�

ス
（
プ
フ
ァ
ー
ル
広
場
二
番
地
）
を
訪�

ね
た
。�

　
今
は
有
名
な
ホ
イ
リ
ゲ
（
F
・
マ
イ�

ヤ
ー
）
に
な
っ
て
い
る
が
、
一
八
一
七�

年
の
夏
に
彼
は
こ
こ
に
住
ん
だ
。�

　
昔
な
が
ら
の
典
型
的
な
農
家
の
佇
ま�

い
を
残
す
こ
の
家
の
、
中
庭
に
設
え
ら�

れ
た
如
何
に
も
ホ
イ
リ
ゲ
ら
し
い
グ
リ�

ー
ン
の
テ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て
、
ワ
イ
ン�

を
オ
ー
ダ
ー
し
た
。
取
っ
手
付
の
、
ビ�

ア
ジ
ョ
ッ
キ
ー
程
の
大
き
な
グ
ラ
ス
に�

溢
れ
ん
ば
か
り
に
注
が
れ
た
白
ワ
イ
ン�

が
恰
幅
の
い
い
民
族
衣
装
の
お
嬢
さ
ん�

に
運
ば
れ
て
き
た
。�

　
冷
え
加
減
よ
ろ
し
く
、
ぐ
い
っ
と
ひ�

と
く
ち
飲
ん
で
、
ふ
と
見
上
げ
る
と
、�

陽
よ
け
の
葡
萄
棚
と
、
葡
萄
の
若
い
房�

と
そ
の
や
さ
し
い
緑
の
葉
陰
に
垣
間
見�

え
る
青
い
空
と
、
お
だ
や
か
な
風
に
揺�

ら
ぐ
陽
射
し
が
あ
っ
た
。�

　
カ
ー
レ
ン
ベ
ル
ク
の
丘
で
見
た
、
ゆ�

る
や
か
な
丘
陵
一
面
の
葡
萄
畑
と
牧
草�

地
、
そ
し
て
遥
か
な
ド
ナ
ウ
も
こ
の
陽�

射
し
の
中
に
展
開
し
て
い
た
。�

　
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
散
歩
道
と
そ
の
道�

沿
い
の
小
川
に
溢
れ
て
い
た
木
洩
れ
日�

も
、
そ
の
せ
せ
ら
ぎ
の
音
も
、
小
鳥
の�

囀
り
も
、
緑
の
風
も
こ
の
遍
く
照
ら
す�

ハ
イ
リ
ゲ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
陽
射
し
の�

も
と
に
あ
っ
た
。
い
ま
、
こ
こ
も
「
田�

園
（
第
六
交
響
曲
）
」
そ
の
も
の
の
中�

に
在
る
。�

　
田
園
の
故
郷
は
、
そ
の
面
影
を
い
ま�

に
伝
え
て
、
日
出
ず
る
国
か
ら
の
来
訪�

者
を
暖
か
く
迎
え
て
く
れ
た
。�

　
私
を
こ
こ
に
招
き
寄
せ
た
の
も
、
私�

が
今
こ
こ
に
い
る
の
も
、
有
形
の
も
の�

も
無
形
の
も
の
も
、
時
間
と
と
も
に
あ�

る
歴
史
で
あ
る
。�

　
歴
史
は
「
い
ま
」
に
生
き
つ
づ
け
て�

い
る
過
去
…
…
。�

　
ワ
イ
ン
が
ゆ
っ
く
り
と
身
体
に
染
み�

込
む
よ
う
に
、
こ
の
思
い
は
次
第
に
穏�

や
か
な
実
感
と
な
っ
て
い
っ
た
。�

パ
八
カ
国
を
視
察
し
た
。�

　
ハ
イ
リ
ゲ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
訪
問
は
、�

七
月
二
十
七
日
ウ
ィ
ー
ン
大
学
で
の
セ�

ミ
ナ
ー
を
終
え
て
、
そ
の
午
後
シ
ェ
ー�

ン
ブ
ル
ン
宮
殿
等
の
半
日
観
光
を
後
ろ�

髪
ひ
か
れ
つ
つ
辞
退
し
て
実
現
し
た
。�

�

　
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
は
、
音
楽
家
に
と
っ�

し
た
偉
大
な
作
品
群
は
周
知
の
と
お
り�

で
あ
る
。�

�

　
一
九
九
五
年
七
月
二
十
七
日
十
六
時
、�

ハ
イ
リ
ゲ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
遺
書
の
家�

（
ブ
ロ
ブ
ス
通
り
六
番
地
）
を
訪
ね
、�

彼
の
部
屋
に
立
っ
た
。�

　
弾
き
手
を
失
っ
た
ピ
ア
ノ
が
ポ
ツ
ン�

と
あ
る
。
本
物
の
遺
書
が
目
の
前
に
あ�

る
。
直
筆
の
楽
譜
が
あ
る
。
遺
書
に
比�

べ
丁
寧
な
筆
跡
だ
。�

　
脹
ら
ま
せ
て
き
た
イ
メ
ー
ジ
の
世
界�

と
の
、
現
実
の
超
遁
に
感
慨
一
入
。
地�

に
足
が
付
か
な
い
と
は
よ
く
言
っ
た
も�

の
だ
。�

　
「
四
時
半
マ
デ
デ
ス
ヨ
」
と
管
理
人�

て
致
命
的
な
耳
の
病
を
得
て
絶
望
の
あ�

ま
り
死
を
決
意
し
、
此
処
ハ
イ
リ
ゲ
ン�

シ
ュ
タ
ッ
ト
で
遺
書
を
書
い
た
。
一
八�

〇
二
年
、
三
十
一
歳
だ
っ
た
。�

　
こ
の
遺
書
を
し
た
た
め
た
の
ち
、
音�

楽
家
で
あ
り
な
が
ら
耳
が
聞
え
な
い
と�

い
う
苛
酷
な
運
命
に
敢
然
と
立
ち
向
か�

い
、
五
十
七
歳
の
命
尽
き
る
ま
で
に
残�

　
去
る
八
月
四
日
、
前
期
試
験
を
終
え
�

た
私
た
ち
は
、
猛
暑
の
福
岡
を
発
ち
、
�

翌
日
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
南
部
に
あ
る
メ
�

ル
ボ
ル
ン
に
到
着
し
た
。
�

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
八
月
は
真
冬
で
、
�

到
着
し
た
日
は
と
て
も
寒
く
風
も
冷
た
�

か
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
三
週
間
通
う
こ
�

と
に
な
る
メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
で
、
ホ
ス
�

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
温
か
い
出
迎
え
を
受
�

け
、
い
よ
い
よ
研
修
が
始
ま
っ
た
。
�

　
今
年
の
研
修
参
加
者
は
、
昨
年
よ
り
�

九
名
多
い
四
十
名
で
、
三
ク
ラ
ス
で
編
�

成
さ
れ
た
。
研
修
期
間
中
は
毎
日
午
前
�

中
に
、
英
語
の
日
常
表
現
や
ネ
イ
テ
ィ
�

ブ
な
発
音
な
ど
を
三
名
の
オ
ー
ス
ト
ラ
�

リ
ア
人
講
師
か
ら
楽
し
く
学
び
、
午
�

後
は
小
旅
行
に
出
掛
け
る
と
い
う
ス
ケ
�

ジ
ュ
ー
ル
で
過
ご
し
た
。
�

　
最
初
は
、
期
待
と
不
安
で
緊
張
し
て
�

い
た
私
も
、
三
日
も
過
ぎ
る
と
し
だ
い
�

に
生
活
様
式
や
言
葉
に
も
慣
れ
て
き
て
、
�

辞
書
を
片
手
に
し
な
が
ら
も
会
話
を
楽
�

し
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
�

　
自
然
が
美
し
い
所
に
行
っ
て
、
思
い
�

き
り
緑
に
染
ま
っ
た
り
、
歴
史
の
あ
る
�

場
所
で
物
思
い
に
耽
っ
た
り
と
、
「
旅
�

行
」
で
は
味
わ
え
な
い
日
々
を
満
喫
す
�

る
一
方
で
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
�

友
情
を
築
き
あ
げ
な
が
ら
、
充
実
し
た
�

三
週
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
た
。
�

　
別
れ
の
日
に
は
、
涙
が
溢
れ
、
再
会
�

を
約
束
し
て
シ
ド
ニ
ー
へ
移
動
。
こ
こ
�

で
三
日
間
を
過
ご
し
た
後
、
八
月
三
十
�

日
に
帰
国
し
た
。
�

　
一
ヶ
月
が
過
ぎ
た
今
、
こ
の
研
修
を
�

通
じ
て
得
た
も
の
を
考
え
る
と
、
本
当
�

に
参
加
し
て
よ
か
っ
た
と
思
う
。
オ
ー
�

ス
ト
ラ
リ
ア
は
旅
行
で
行
く
よ
り
住
み
�

た
い
と
感
じ
さ
せ
る
、
そ
ん
な
魅
力
を
�

持
っ
た
国
だ
っ
た
。
�

　
小
児
糖
尿
病
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
は
、
�

医
師
、
栄
養
士
、
看
護
婦
な
ど
が
ス
�

タ
ッ
フ
を
組
み
ま
す
。
今
年
も
八
月
に
�

朝
倉
郡
夜
須
町
夜
須
高
原
の
や
す
ら
ぎ
�

荘
で
一
週
間
行
わ
れ
ま
し
た
。
�

　
私
は
、
一
年
生
の
時
こ
の
キ
ャ
ン
プ
�

の
こ
と
を
知
り
、
栄
養
士
と
は
実
際
ど
�

ん
な
こ
と
を
す
る
の
か
興
味
を
も
っ
た
�

の
が
き
っ
か
け
で
、
参
加
し
ま
し
た
。
�

　
参
加
希
望
者
に
は
勉
強
会
が
催
さ
れ
�

小
児
糖
尿
病
と
は
ど
ん
な
病
気
な
の
か
�

ま
た
栄
養
士
と
し
て
何
を
す
る
の
か
、
�

な
ど
を
教
え
ら
れ
ま
す
。
�

　
二
年
生
で
は
、
テ
ス
ト
と
面
接
を
経
�

て
メ
ン
バ
ー
に
決
定
す
る
と
、
三
年
生
�

と
ペ
ア
を
組
み
担
当
の
日
の
献
立
を
考
�

え
ま
す
。
リ
ハ
ー
サ
ル
で
は
先
生
や
看
�

護
婦
さ
ん
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
�

な
が
ら
、
何
回
も
や
り
な
お
し
な
が
ら
�

一
生
懸
命
献
立
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。
�

　
こ
の
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
糖
尿
病
と
の
�

付
き
合
い
方
を
教
え
る
ほ
か
、
バ
イ
キ
�

ン
グ
、
お
か
し
作
り
な
ど
様
々
な
行
事
�

も
用
意
し
、
子
供
た
ち
と
も
す
っ
か
り
�

仲
良
く
な
り
ま
し
た
。
�

　
お
か
し
作
り
で
は
、
ク
ッ
キ
ー
の
生
�

地
を
作
る
と
こ
ろ
か
ら
子
供
た
ち
に
�

行
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
自
分
の
好
き
な
�

形
に
作
っ
た
生
地
を
、
ス
タ
ッ
フ
が
焼
�

き
あ
げ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
�

性
が
出
て
、
お
も
し
ろ
い
ク
ッ
キ
ー
が
�

出
来
上
が
り
ま
し
た
。
�

　
昨
年
は
二
泊
三
日
で
参
加
し
ま
し
た
�

が
、
そ
の
時
は
、
栄
養
士
は
大
変
だ
と
�

い
う
印
象
が
残
っ
た
の
で
す
が
、
今
年
�

は
一
週
間
参
加
し
て
、
栄
養
士
と
い
う
�

仕
事
の
や
り
が
い
や
喜
び
を
知
る
こ
と
�

が
で
き
ま
し
た
。
机
の
上
の
勉
強
だ
け
�

で
な
く
、
実
際
に
小
児
糖
尿
病
の
子
供
�

と
接
す
る
こ
と
で
様
々
な
こ
と
を
学
び
、
�

貴
重
な
体
験
を
す
る
事
が
で
き
た
と
思
�

い
ま
す
。
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
�

が
、
こ
の
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
て
本
当
�

に
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
�
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　新聞の戦後50年食生活の変遷と�
いう企画では、「食料難を克服、�
洋風化を経て飽食の時代を迎え�
る」と書かれています。�
　私たちは、若々しく健康な人生�
を送りたいと願っています。昨今�
インスタント食品やレトルト食品�
などのほか、フアミリーレストラ�
ン、持ち帰り弁当店、惣菜店の出�
現により、食生活は簡便化し、好�
きなときに、好きなものを、好き�
なだけ食べられるようになりまし�
た。グルメ憲識を持つ人も多くな�
りました。食品の第三次機能を利�
用した健康食品、健康飲料水のほ�
かダイエット食品、無添加・無農�
薬と称する食品なとが次々に市場�
に出回っています。しかし、これ�
ら食品類に期待をかけすぎてはい�
ないでしようか。�
　私の成長は戦争と共に始まり、�
学童期は戦後の食料不足の時期で�
した。現在、カルシウム不足を補�
うためにとカルシウム入りのさま�
ざまな食品が売り出されています。�
私の子供の頃を思い出してみる�
と、食卓には常に魚粉があり、い�
ろいろな食べ物にかけて食べまし�
た。焼いたいわしを頭からしっぽ�
まで食べたものです。さらに日が�
暮れるまで外を駆けまわっていま�
した。�
　健康のためには栄養・運動・休�
養が大切であるといわれています。�
今、私たちは、どれをも簡単に手�
に入れることが出来ますが、それ�
らのバランスにどれだけ気を使っ�
ているでしょうか。日常の生活に�
おいては、人それぞれが持つ体の�
リズムを大切にしたいものです。�
ストレスほど健康生活に悪影響を�
及ぼすものはないということを痛�
感している今日この頃です。�
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五
月
二
十
一
日
に
実
施
さ
れ
た
第
九�

回
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
の
合
格
者
が
、�

六
月
十
四
日
に
発
表
さ
れ
た
。
今
回
の�

受
験
者
総
数
は
一
万
二
千
三
百
八
十
七�

名
で
、
昨
年
よ
り
十
七
・
四
％
増
加
し�

た
が
、
合
格
者
総
数
は
五
千
百
七
十
九�

名
で
合
格
率
は
四
十
一
・
八
％
と
二
・�

四
％
減
少
し
た
。�

　
本
学
の
大
学
食
物
栄
養
学
科
管
理
栄�

養
士
専
攻
の
今
年
三
月
卒
業
生
は
九
十�

三
名
が
受
験
し
、
八
十
一
名
が
合
格
、�

合
格
率
は
八
十
七
・
一
％
だ
っ
た
。�

　
ま
た
、
食
物
栄
養
学
専
攻
で
は
、
今�

年
三
月
卒
業
生
十
四
名
を
含
め
、
二
十�

四
名
が
合
格
し
て
い
る
。
短
期
大
学
食�

物
栄
養
科
に
つ
い
て
は
、
卒
業
後
二
年�

以
上
の
実
務
経
験
を
経
て
受
験
資
格
が�

得
ら
れ
る
が
、
六
十
一
名
が
管
理
栄
養�

士
と
な
っ
た
。�

　
合
格
者
氏
名
は
次
の
と
お
り
。
な
お�

紙
面
の
都
合
上
、
今
年
三
月
卒
業
生
の�

み
を
掲
載
す
る
。
（
敬
称
略
）�

〔
食
物
栄
養
学
専
攻
〕�

青
木
奈
緒
・
井
上
知
子
・
井
口
由
紀
子�

・
北
島
エ
イ
子
・
倉
光
裕
之
・
坂
本
栄�

里
・
田
中
あ
ゆ
み
・
平
野
由
紀
・
向
井�

絵
美
・
彌
永
純
子
・
山
下
亜
由
美
・
吉�

積
美
和
・
鷲
津
よ
し
子
・
城
康
家�

〔
管
理
栄
養
士
専
攻
〕�

秋
永
純
子
・
伊
豆
倉
麻
里
・
上
村
美
子�

・
内
田
和
宏
・
梅
本
美
里
・
大
塚
美
香�

・
岡
本
菜
美
・
小
山
田
友
紀
子
・
鹿
子�

嶋
織
江
・
金
子
仁
美
・
神
近
紀
子
・
河�

野
奈
美
・
北
原
佳
織
・
久
保
古
都
美
・�

古
賀
暁
子
・
堺
智
子
・
佐
々
木
香
苗
・�

下
釜
史
子
・
地
福
由
佳
利
・
高
山
希
美�

・
田
中
英
子
・
蝶
野
亜
希
子
・
手
島
め�

ぐ
み
・
富
田
サ
ヨ
・
中
貴
美
代
・
中
濱�

里
香
・
中
村
桂
子
・
則
行
淑
子
・
林
容�

子
・
平
田
直
美
・
深
田
恭
代
・
藤
井
浩�

美
・
松
下
純
恵
・
松
本
瑞
代
・
溝
部
文�

子
・
村
上
公
子
・
安
武
温
子
・
山
村
千�

代
子
・
吉
田
多
恵
子
・
吉
野
亜
希
子
・�

吉
橋
恵
子
・
石
田
雅
代
・
井
上
富
紀
子�

・
魚
住
ひ
ろ
み
・
内
野
圭
子
・
大
石
葉�

子
・
岡
本
勝
代
・
折
田
直
美
・
香
月
美�

帆
・
金
子
美
穂
・
川
浪
ル
ミ
子
・
岸
原�

有
紀
・
吉
瀬
綾
・
久
保
七
重
・
近
藤
真�

由
美
・
寒
川
順
子
・
白
石
未
央
・
高
岩�

祐
美
子
・
俵
美
和
・
圓
聡
子
・
出
口
裕�

子
・
外
山
聡
美
・
中
里
文
香
・
中
原
邦�

子
・
中
村
真
紀
・
納
富
あ
す
か
・
野
寄�

真
世
・
花
井
奈
津
枝
・
疋
田
昭
子
・
牧�

迫
由
香
里
・
松
永
美
子
・
松
本
直
子
・�

溝
口
智
子
・
毛
利
百
合
江
・
守
田
佳
代�

・
柳
池
い
ず
み
・
吉
川
留
美
・
吉
田
千�

恵
・
吉
野
香
織
・
米
澤
啓
子
・
渡
真
由�

美�

　
本
学
に
お
け
る
平
成
七
年
度
の
公
認�

サ
ー
ク
ル
は
、
体
育
系
二
十
一
、
文
化�

系
二
十
七
の
合
計
四
十
八
サ
ー
ク
ル
で�

す
が
、
化
学
部
は
休
部
中
で
す
。�

　
こ
の
ほ
か
に
、
学
友
自
治
会
組
織
と�

し
て
、
自
治
会
執
行
部
、
学
園
祭
実
行�

委
員
会
、
代
議
委
員
会
が
あ
り
、
そ
れ�

ぞ
れ
活
発
に
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。�

　
新
入
生
に
対
す
る
勧
誘
は
、
自
治
会�

の
主
催
に
よ
る
四
回
の
説
明
会
の
ほ
か
、�

各
サ
ー
ク
ル
の
趣
向
を
凝
ら
し
た
活
動�

や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
で
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
そ
の
結
果
、
六
月
現
在
の
加
入
状
況�

は
別
表
の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り
ま�

す
。�

　
大
部
分
の
サ
ー
ク
ル
が
目
標
ど
お
り
、�

あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
新
入
生
を
確
保�

し
ま
し
た
が
、
反
面
、
過
去
に
す
ば
ら�

し
い
活
動
実
績
を
有
し
な
が
ら
も
新
規�

加
入
者
が
な
く
、
維
持
、
存
続
が
危
ぶ�

ま
れ
る
残
念
な
サ
ー
ク
ル
も
あ
り
ま
す
。�

　
大
学
・
短
期
大
学
を
あ
わ
せ
た
全
学�

生
に
対
す
る
加
入
率
は
四
四
％
と
な
っ�

て
お
り
、
昨
年
度
よ
り
四
％
上
回
り
ま�

し
た
が
、
新
入
生
だ
け
を
み
る
と
、
短�

期
大
学
は
六
％
増
え
た
も
の
の
、
大
学�

は
四
％
減
っ
て
い
ま
す
。�

　
全
国
的
に
み
る
と
最
近
は
、
サ
ー
ク�

ル
へ
の
加
入
率
が
減
少
す
る
傾
向
に
あ�

り
ま
す
が
、
本
学
で
は
、
平
成
五
年
度�

か
ら
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
増
加�

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
先
輩
部�

員
の
努
力
に
よ
る
数
々
の
活
動
実
績
と�

魅
力
あ
る
サ
ー
ク
ル
作
り
の
結
果
に
よ�

る
も
の
と
高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。�

　
サ
ー
ク
ル
活
動
を
通
し
て
得
ら
れ
る�

も
の
は
多
く
、
今
後
も
活
発
な
活
動
を�

期
待
し
た
い
も
の
で
す
。
（
学
生
課
）�

�

　
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
（
セ
ン
タ
ー
長�

・
中
村
元
臣
教
授
）
に
よ
る
「
健
康
・�

栄
養
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
、
九
月
二
日
の
オ�

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
約
四
か
月
の�

日
程
で
始
ま
っ
た
。�

　
こ
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
地
域
住
民
の�

健
康
づ
く
り
、
中
で
も
肥
満
に
悩
む
人�

の
減
量
と
健
康
管
理
を
支
援
す
る
た
め�

に
開
講
し
て
お
り
、
今
回
で
三
回
目
に�

な
る
。�

　
前
回
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
受
講
者�

十
九
名
中
十
五
名
が
、
減
量
に
成
功
す�

る
な
ど
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
。�

　
こ
う
し
た
実
績
に
よ
り
、
今
回
は
、�

四
百
二
十
名
と
い
う
多
数
の
応
募
者
が�

あ
っ
た
が
、
そ
の
中
か
ら
二
十
名
（
男�

性
六
名
・
女
性
十
四
名
）
を
対
象
に
し�

て
行
っ
て
い
る
。�

　
内
容
は
、
健
康
度
チ
ェ
ッ
ク
・
体
力�

テ
ス
ト
に
始
ま
り
、
食
事
指
導
・
運
動�

処
方
と
い
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
で
、
医
学
・�

栄
養
学
・
運
動
生
理
学
の
専
門
家
の
立�

場
か
ら
様
々
な
指
導
を
行
っ
て
い
る
。�

　
な
お
、
こ
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
特
徴
は�

期
間
中
の
指
導
だ
け
で
な
く
、
来
年
一�

月
二
十
日
の
終
了
後
、
さ
ら
に
四
か
月�

後
、
八
か
月
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
も�

用
意
さ
れ
て
い
る
点
に
あ
る
。�

　
各
受
講
者
と
も
目
標
と
す
る
減
量
に�

向
か
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、
そ
の�

成
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。�

　
今
年
三
月
か
ら
毎
週
一
回
、
本
学
の�

大
学
院
栄
養
科
学
研
究
科
の
教
授
陣
を�

中
心
に
執
筆
連
載
さ
れ
て
い
る
、
西
日�

本
新
聞
の
栄
養
科
学
シ
リ
ー
ズ
「
食
は�

医
な
り
」
が
、
読
者
か
ら
の
好
評
を
博�

し
て
い
る
。�

　
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
か
ら
だ
の
仕�

組
み
に
始
ま
り
、
最
近
注
目
を
集
め
て�

い
る
、
肥
満
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
と
食�

事
と
の
関
係
や
、
食
事
と
癌
と
の
関
係�

な
ど
、
日
常
生
活
の
中
で
よ
く
耳
に
す�

る
問
題
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
そ�

れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
か
ら
の
見
解
が
ま�

と
め
ら
れ
て
い
る
。�

　
飽
食
の
時
代
を
迎
え
、
グ
ル
メ
意
識�

が
高
ま
る
な
か
、
ほ
ん
と
う
の
意
味
で�

の
食
と
健
康
の
あ
り
方
を
問
う
、
こ
の�

シ
リ
ー
ズ
に
は
大
き
な
意
義
が
あ
る
と�

思
わ
れ
る
。�
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